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　『目的」今回我々はAMI－25造影の有用性、およ
び問題点を検討したので報告する。　r対象」肝細
胞癌15例、転移肝癌2例、腺腫様過形成が疑われ
た2例の計19例の症例である。　『方法」使用機種
は東芝製0．5tesla超伝導装置MRT－50Aである。撮
像方法はAM　1－25投与前3日以内にTl強調像（TR500
／TE20msec）、プロトン密度画像（TR2000／TE25msec
）、T2強調像（TR2000／TE80msec）、を施行。その後、
再度A閣1－25を投与し、2時間後に同様なシークエ
ンスにて撮像した。AMI－25投与前後でコントラト
の上昇を見るため、腫瘍肝コントラト／ノイズ比
（C／N比）を算出し比較検討した。また、検出数に
ついても比較検討した。　『結果』ほぼ全例でC／N
比の上昇が見られた。投与後のC／N比の平均はプ
ロトン密度画像が優れていた。検出数はプロトン
密度画像でC／N比が投与前30から投与後105と約
3倍、T2強調像で投与前39か日投与後85と2倍以
上と飛躍的な向上がみられた。検出数に関しても
プロトン密度画像が優れていた。『結論」AMI－25
造影MRIは現在の肝臓腫瘍性病変検出のmodality
のなかで最も検出能の高い検査法のひとつと考え
られた。今回我々の検討でもその有用性は確認さ
れ数mmの病変まで検出可能であった。特に、投与
後プロトン密度画像において検出能が高かった。
AMI－25はkupffer細胞に取り込まれる事により、
kupffer細胞をもつ腺腫様過形成と、それをもた
ない肝細胞癌との鑑別が期待される。ただ、肝内
の脈管は、MR　1上、高信号として描出されるため、
同様に高信号として描出される微小な腫瘍と区別
が困難な例があった。このように、どこまで拾い
あげるか読影上の問題もあり、他の画像診断との
比較検討が必要であると考えられる。その他に強
い硬変肝ではAMj－25の取り込みが不良で肝の信号
の低下が乏しく腫瘍とのコントラストがつきにく
い症例を経験しており、今後、検討を重ねる必要
があると考える。
　Helical　CTは，直球を連続回転させたまま架台
を移動するため広範囲の撮影が可能であり，これ
を造影剤急速注入後施行するdynamic　studyに応
用，肝臓全体を動脈相優位の早期にscanし，検出
能，診断能の向上を目的としている．今回，26例
の肝腫瘤性病変に対しhelical　scanによる全例dy
namic　studyを施行，その有用性を検討したので
報告する．　（対象および方法）対象は，肝腫瘤性
病変患者26例，内訳は肝細胞癌10例（うち高分化
型肝細胞癌疑い2例），腺腫様過形成1例，転移
性肝腫瘍13例，肝血管腫2例である．撮影方法は，
最初に1cm間隔，1cm厚で肝全体のplain　qTを撮
影，その後，造影剤100ccを秒間3ccで上腕より
急速静注し，30秒後よりhelical　scanにて30秒以
内に全土の造影早期相を撮影した．dynamic　stud
y終了後10分以内に，delayed　CTとして，1cm間
隔，1cm厚にて再び全肝を撮影した．　（結果・考
察）肝細胞癌10例において，単純，後期造影CTの
検出数が15，　16個であったのに対し，全肝helica
ldynamic　CTでは28個と著明に上昇した．　helica
ldynamic　CTで描出される肝細胞癌は，殆どが周
囲肝実質より明瞭な高濃度に描出された．特に肝
癌が複数存在しても，上下の1eve　1いずれも高濃
度に描出され，検出，診断に役立った．高分化型
肝細胞癌2例中1例は，helical　scanによる造影
早期相で単純CT同様低濃度であった．腺腫様過形
成1例もhelical　scanによる造影早期相でenhanc
eされず，検出数は同じであった．転移性肝腫瘍
では，単純CTにおける検出数65個，後期造影CT62
個に対し，helical　dynamic　CTでは80個と全体的
には検出数の向上を認めた．肝血管腫は，helica
ldynamic　CTで腫瘍辺縁を中心に点～斑状の強い
造影効果を認め，単純，後期造影CTで検出できな
かった微小な血管腫も，強い高濃度域として検出
できた．　（まとめ）Helical　dynamic　studyは，
肝腫瘤性病変の検出，診断に有用な検査法である．
（18）
